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2009/11/2 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

10/26 
Monday 

米国の中央銀行に当たるFRBが11月３日、４日のFOMC(米連邦公開市場委員会)で近い将

来の金利引き上げのシグナルを検討していると、英フィナンシャルタイムズ紙、米ウォールス

トリートジャーナル紙が相次いで報じたことで、米国の金利先高観がにわかに浮上(①)。豪ド

ルの対米ドルでの頭打ち感が強まり、豪ドル/円は85円台での上値の重さが示された。 

10/28 
Wednesday 

第３四半期の豪州消費者物価指数がほぼ市場予想通りとなったことで、豪州中銀が11月に

0.5％の大幅利上げを行うとの観測が後退し、豪ドル買い材料の出尽くし感が強まったこと

で、ポジション調整の豪ドル売り・円買いが活発化した(②)。 

10/29 
Thursday 

豪ドル/円は正午過ぎに20日ぶり安値80.88円まで下落したが、81円割れ水準ではやや底堅く

推移。第３四半期の米GDP速報値が堅調だったこと受けてリスクを積極的に取る動きが強ま

り、豪ドル/円は30日未明に84.01円まで急反発した(③)。 

10/30 
Friday 

米国株式市場ダウ平均がほぼ250ドル急落したことでリスクを取ることに消極的となり、円を

各通貨に対して買い戻す動きが活発化。豪ドル/円は31日未明に３週間ぶり安値80.77円を記

録した(④)。 

上昇要因（豪ドル高・円安） 下落要因（豪ドル安・円高） 

豪ドル/円 10/26～30の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による金利引き上げ観測の強まり 

・原油・金などの資源価格の上昇(豪州は資源国) 

・日本の財政赤字への懸念 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による金利引き上げ観測の後退 

・原油・金などの資源価格の下落 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

③ 

④ 

04:00 

80.77 
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 今週の豪ドル/円は引き続き急落リスクに警戒を要しよう。豪ドル/円が上昇するためには、世界経済、特

に米国経済の回復基調の持続が不可欠であるが、米国株式市場は下値不安が強まっている。加えて、日

本時間２日午前に米金融大手ＣＩＴが破産法11条適用申請を行ったことで金融市場への懸念が高まり、豪ド

ル/円はほぼ１カ月ぶり安値79.46円を記録するなど、当面は景気や金融市場への懸念を背景に円高基調

の推移が続きやすいとみられる。一方、豪ドルのファンダメンタルズは他の主要通貨に対して相対的に優位

であることには変わりなく、豪ドル/円は一旦底固さが示されれば急反発する可能性が高いが、市場の先行

き不透明感が強まる中、底値の見極めは非常に難しい。下値の目途としては取りあえず、10月２日の安値

76.30円が目に付く。 

 なお、３日の豪州中銀の政策金利発表では、政策金利が3.25％から3.5％に引き上げられる公算となって

いる。ただ、足元の世界的な景気悪化が懸念される中、金利引き上げを見送ることも十分に考えられ、その

場合には豪ドルが急落する可能性が高いことから、厳重な注意を要する。 

 （予想レンジ：75.80～83.30円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

 ●AUD/JPY 10/30週足引値：80.87円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 豪ドル/ 円は10/23に高値85.29円を見た。その後先週は豪ドル/円が下落する動きに80.77円まで見て、

80.87円での週末引値となった。先週の動きは60日線（79.92円、10/30）こそ上回っているものの、20日線

（82.26円、10/30）を下回っての動きとなっている。 

 ボリンジャーバンドは10/30現在、上限：86.40円～下限：78.12円であり、上限は下落し、下限は急激に上

昇に向かう中でバンド幅は縮小している。週足ベースでは３週連続で陽線が出た後、先週は大きな陰線と

なった。76.30（10/2安値）～85.29（10/23高値）の半値である80.80円に近い水準での週末引値となってお

り、相場が戻り上昇するエネルギーが徐々に失われている感がある。まずは、80～83円のレンジでもみ合う

のかもしれないが、その後に再度85円まで順調に駆け上がるのか、それとも80円割れへと大きく下落する

のか、一つの正念場を迎えているとも言える。上値ポイントは、85.53円＜104.43円（2008/7/21高値）～

54.96円（2008/10/24安値）の61.8％戻し水準＞であり、下値ポイントは①60日線のある79.92円（10/30段

階）である。60日線を本格的に割り込む動きがあれば注視したい。 
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NZD/ JPY 

10/26 
Monday 

米国の中央銀行に当たるFRBが11月３日、４日のFOMC(米連邦公開市場委員会)で近い将

来の金利引き上げのシグナルを検討していると、英フィナンシャルタイムズ紙、米ウォールス

トリートジャーナル紙が相次いで報じたことで、米国の金利先高観がにわかに浮上(①)。NZド

ルの対米ドルでの頭打ち感が強まり、NZドル/円は69円台での上値の重さが示された。 

10/28 
Wednesday 

第３四半期の豪州消費者物価指数の発表を受けて豪州中銀の大幅利上げ観測が後退し、

豪ドル/円が下落するのに伴い、NZドル/円も下落した(②)。 

10/29 
Thursday 

NZ中銀が政策金利を2.5％に据え置くことを発表し、声明では利下げを示唆する文言を削除

したものの、2010年下半期まで金利を据え置く意向が示されたことで、利上げ観測が後退し、

NZドルが急落。NZドル/円はほぼ３週間ぶり安値64.71円を記録(③)。その後、夜の第３四半

期の米GDP発表を受けて、30日未明には67.34円まで急反発した(④)。 

10/30 
Friday 

米国株式市場ではNYダウ平均がほぼ250ドル急落したことでリスクを取ることに消極的とな

り、円を各通貨に対して買い戻す動きが活発化。NZドル/円は31日未明にほぼ３週間ぶり安

値64.35円を記録した(⑤)。 

上昇要因（NZドル高・円安） 下落要因（NZドル安・円高） 

NZドル/円 10/26～30の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円（ユーロ/円、豪ドル/円など）の上昇 

・日本の財政赤字への懸念 

・NZの金利先高観  

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円、豪ドル/円など）の下落 

・NZ経済の減速 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

・NZの金利先高観の後退 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

04:00 

64.35 

20:00 

69.50 
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 今週のNZドル/円は引き続き下落リスクを警戒する必要があるだろう。NZドル/円が上昇するためにはNZ

自身の要因よりもむしろ世界経済、特に米国経済の回復期待を背景にリスクを積極的に取る動きが強まる

必要があるが、米国経済の先行きや金融市場への懸念を背景に、米国株式市場は下落基調が続きやす

く、円高圧力が持続しやすい状況だ。 

  NZの金利見通しについては、NZ中銀が2010年末まで金利を据え置く意向を示したものの、金利発表後に

大手通信社が金融機関のエコノミストを対象に実施した調査によると、来年３月末時点の政策金利の予想

中央値は現在と同水準の2.5％であるものの、来年６月末は3.25％、来年９月末は3.75％まで引き上げられ

る公算となっており、市場の金利先高観は根強いものがある。ただ、利上げ観測が本格的に再浮上するに

は、経済指標の発表を待たねばならず、当面はNZ中銀の声明で金利先高観が後退した現実を受け入れる

必要があろう。 

 今週のイベントでは、５日の第３四半期のNZ失業率よりも、米国株式市場の動向や日本時間５日未明発

表のFOMC声明や６日の米国雇用統計がカギとなる。 

   （予想レンジ：60.80～66.80円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 10/30週足引値：64.47円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 NZD /円は10/23に直近の高値となる69.69円を見た後、先週は急落する動きとなった。 

週末引値では20日線（66.90円、10/30）、60日線（65.11円、10/30）を下回る推移となっている。ボリンジャー

バンドは10/30現在、上限：70.06円～下限：63.73円であり、上限は横這いで下限が上昇する中、バンド幅は

縮小している。先週はその前の3週間が上昇であった反動の下落の動きとなった。一旦は63～67円といった

ようなレンジ相場の動きとなるのであろうが、戻り高値まで順調に回復せずに今後60日線割れが定着する

ような動きとなった際には下落リスクの高まりに要注意であろう。 

上値ポイントは、①69.69円（10/2高値）、②20日線のある66.90円、下値ポイントは、①ボリンジャーバンド

の下限近辺の63円台後半水準である。 
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ZAR/ JPY 

10/26 
Monday 

米国の中央銀行に当たるFRBが11月３日、４日のFOMC(米連邦公開市場委員会)で近い将

来の金利引き上げのシグナルを検討していると、英フィナンシャルタイムズ紙、米ウォールス

トリートジャーナル紙が相次いで報じたことで、米国の金利先高観がにわかに浮上(①)。ラン

ドの対米ドルでの頭打ち感が強まり、ランド/円も頭打ち感が強まった。 

10/28 
Wednesday 

第３四半期の豪州消費者物価指数の発表を受けて豪州中銀の大幅利上げ観測が後退し、

豪ドル/円主導でランド/円も下落(②)。９月の米新規住宅販売件数が予想外の前月比減と

なったことでリスクを取ることに消極的となり、円を買い戻す動きが強まったこともランド/円の

下落に拍車をかけた(③)。 

10/30 
Friday 

米国株式市場ではNYダウ平均がほぼ250ドル急落したことでリスクを取ることに消極的とな

り、円を各通貨に対して買い戻す動きが活発化(④)。ランド/円は31日未明にほぼ１カ月ぶり

安値10.42円を記録した。 

上昇要因（ランド高・円安） 下落要因（ランド安・円高） 

ランド/円 10/26～30の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円（ユーロ/円など）の上昇 

・新興国への投資の機運の強まり 

・日本の財政赤字への懸念 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円など）の下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の減速 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

08:00 

11.49 00:00 

11.42 

③ ④ 
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 今週のランド/円は不安定な推移が続きやすく、戻りは鈍く、下振れリスクの高い展開となりそうだ。週初め

２日の取引では、米商業金融大手CITが破産法適用申請をしたことで米国の金融市場への懸念が強まり、

円を買い戻す動きが強まったが、ランド/円は朝方に最大77銭、約6.7％の大幅下落となり、ほぼ半年ぶり安

値10.66円を記録した。南アフリカの悪材料が出たわけではなく、流動性の低い相場ならではの値飛びによ

るものとみられる。 

 米国株式市場の下値不安が強まっていることで円高圧力の持続が予想されることに加え、今朝のランド/

円の下落によりテクニカル面での悪化も懸念され、当面は今朝の下落がランド/円のトラウマとなるとみられ

ることから、12円回復にはかなりの時間を要するだろう。 

 なお、南ア財務省は27日、財政見通しを発表し、GDP成長率見通しを2009年は-1.9％、2010年は+1.5％と

し、向こう数年は低成長が続くとの見解を示した。29日に発表された南ア第３四半期の失業率は前の四半

期の23．6％から24．5％に悪化している。 

                                                                                                       （予想レンジ：10.75～11.65円） 

 

●ZAR/JPY 10/30週足引値：11.50円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 南アランド/円は7/1の高値12.55円と7/13の安値10.96円の間でのもみ合い推移となっている。 

週末引値ベースで20日線（12.08円、10/30）と60日線（12.04円、10/30）を下回って推移している。また、ボリ

ンジャーバンドについては10/30現在、上限：12.61円～下限：11.56円であり、上限は上昇、下限は下落の

中、バンド幅は拡大気味で推移している。下値警戒感が高まる推移となっていると思われる。 

上値ポイントは12.55円（7/1高値）、下値ポイントは①11.40（10/2安値）、②10.50円（3/26高値近辺）であ

る。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

ZAR/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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経済指標カレンダー 

（11/2～5） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

11/2 　9:30 (豪) 第3四半期住宅価格指数 [前期比] +4.2％ +3.4％
(月）17:30 (香港) 9月小売売上高-価格 [前年比] -0.2％ +3.5％

17:30 (スイス) 10月SVME購買部協会景気指数 54.3 55
24:00 ◎ (米) 10月ISM製造業景況指数 52.6 53.0
24:00 (米) 9月建設支出 [前月比] +0.8％ -0.3％

11/3 ――
(火）12:30 ◎ (豪) RBAキャッシュターゲット 3.25％ 3.50％

24:00 (米) 9月製造業受注指数 [前月比] -0.8％ +1.0％
24:00 (米) 9月中古住宅販売保留 [前月比] +6.4％ +0.4％

11/4 08:50 (日) 10月マネタリーベース [前年比] +4.5％ ――
（水）09:30 ○ (豪) 9月小売売上高 [前月比] +0.9％ ――

09:30 (豪) 9月住宅建設許可件数 [前月比] -0.1％ ――
19:00 (ユーロ圏) 9月生産者物価指数 [前年比] -7.5％ -7.7％
22:15 ○ (米) 10月ADP全国雇用者数 -25.4万人-19.0万人
24:00 ○ (米) 10月ISM非製造業景況指数 50.9 51.6
28:15 ◎ (米) FOMC政策金利発表 0.25％ 0.25％

11/5 　6:45○ (NZ) 第3四半期失業率 6.0％ ――
（木）　8:50 (日) 日銀金融政策決定会合議事要旨(10月13・14日分)―― ――

　9:30○ (豪) 9月貿易収支 15.24億AUD――
17:15 (スイス) 10月消費者物価指数 [前年比] -0.9％ -0.8％
18:30 ○ (英) 9月鉱工業生産 [前月比] -2.5％ +1.3％
18:30 (英) 9月製造業生産高 [前月比] -1.9％ +1.1％
19:00 ○ (ユーロ圏) 9月小売売上高 [前月比] -0.2％ +0.4％
19:00 ○ (ユーロ圏) 9月小売売上高 [前年比] -2.6％ ――
21:00 ◎ (英) BOE政策金利発表 0.50％ 0.50％
21:45 ◎ (ユーロ圏) 欧州中銀金融政策発表 1.00％ 1.00％
22:30 ○ (米) 11/1までの週の新規失業保険申請件数 53.0万件52.0万件
22:30 (米) 第3四半期非農業部門労働生産性 [前期比] 6.6％ 6.2％
22:30 (米) 第3四半期単位労働費用 [前期比] -5.9％ -3.8％
22:30 (加) 9月住宅建設許可 [前月比] 7.2％ ――
24:00 (加) 10月Ivey購買部協会指数 61.7 ――

文化の日(東京市場休場)

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 

経済指標カレンダー 

（11/2～6） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

11/6 　8:50 10/31までの対外及び対内証券売買契約等の状況 ―― ――
（金）14:00 (日) 9月景気動向指数・速報 [先行CI指数] 83.2 ――

14:00 (日) 9月景気動向指数・速報 [一致CI指数] 91.2 ――
15:45 (スイス) 10月失業率 3.9％ 4.0％
16:45 (仏) 9月貿易収支 -34億EUR――
16:45 (仏) 9月財政収支 -1276億EUR――
18:30 (英) 10月生産者物価指数 [コア：前年比] +1.4％ ――
20:00 (独) 9月製造業受注 [前月比] +1.4％ +1.0％
21:00 ○ (加) 10月失業率 8.4％ 8.4％
21:00 ○ (加) 10月雇用ネット変化 +3.06万人+10.0万人
22:30 ◎ (米) 10月非農業部門雇用者数 -26.3万人-17.5万人
22:30 ◎ (米) 10月失業率 9.8％ 9.9％
24:00 (米) 9月卸売在庫 [前月比] -1.3％ -1.0％
29:00 (米) 9月消費者信用残高 -120億USD-100億USD

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想


